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 ２学期は新型コロナウイルス感染症の影響を大きく受けてのスタートでしたが、クラスでの協力や呼

び掛けにより、安全で楽しい給食時間を過ごすことができました。 

来年も安全な給食が提供できるよう給食室一同協力していきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

  

 給食委員会による、今年度２回目の「食缶すっからかんキャンペーン」が12月13日（月）から17

日（金）までの１週間に行われました。第２弾となる今回のキャンペーンでは、①食の大切さを学び残菜

を減らす②片付けを素早くきれいにする ことを目標にしました。前期同様のポスターの作成、残菜量の

グラフ掲示、プレゼンテーションソフトによる全校放送に加え、片付けとクイズの合計ポイントをクラス

で競う「片付けバトル」を取り入れました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポスター（担当３年生）片付けメモ（担当２年生） 

目的がしっかり書かれたポスターでした。片付けメモは写真

と絵がわかりやすく、各クラスに配付されました。 

スライド（担当２年生） 

 キャンペーン初日に、片付けの

ポイント、片付けバトルの説明、

給食クイズなどを説明したスライ

ド作成し、ナレーションを吹き込

みました。初日の給食時間に全校

に流しました。 

１年Ａ組・１年Ｃ組 
残菜量の掲示（担当１年生） 

とても見やすい残菜量のグラフができました。 

片付けバトル  

優勝 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 月８日（水）に食べ比べ給食第２弾「さつまいも」を実施しま

した。八百屋さんに、黄色とむらさきのさつまいものとびきりおい

しいものをお願いし、茨城県産の「べにはるか」と「ふくむらさき」

を用意してくれました。甘みの違いなどが分かるように、砂糖を使

わない調理法にしました。スティック状にカットして素揚げし、塩

をふりました。今回は128名から食レポの投稿がありました。 

詳しくは、「みんなの食レポ通信」を見てください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後に 

 最近のニュースにもなっていますが、東京学乳協議会より学校にも「年末年始にかけ 5000 トンの牛乳

が廃棄される可能性」との情報があります。業務用バター等の消費落ち込みのため、加工品も過去最大の

在庫を抱えていて、年末年始に加工品工場をフル稼働させても牛乳が余ってしまう状態だそうです。１人

１人のできることは小さいかもしれませんが、食品ロスの観点から少しでも貢献したいですね。 

べにはるか
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ふくむらさき

23.6%

どちらも好き

43.3% 
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どちらのさつまいもが好きでしたか？

給食委員長のまとめ（12月 21日昼の放送で話した内容） 

 食缶すっからかんキャンペーンにご協力いただきありがとう

ございました。今回は残菜ではなく、“片付け”に重点を置いて

行いましたが、想像以上の成果が見られて本当にうれしく思い

ます。きれいに片付けることは、小さな思いやりになります。食

缶すっからかんキャンペーンは終わりましたが、これからもそ

の思いやりを忘れずに、片付けまで意識して行うようにしてく

ださい。 

セレクト給食 

11月 16日（火）実施 

・キムチチャーハン 

・揚げぎょうざ or ささみチーズ春巻き 

・しめじと豆腐のスープ 

・開校記念日ジョア（いちご味） 

開校記念日のささやかなお祝いとしてセレクト給食を実施しました。揚げぎょうざを選んだ人は

338人、ささみチーズ春巻きを選んだ人は156人でした。また、ジョアには「開校記念日四中シー

ル」を調理員さんが１枚ずつ貼ってくれました。給食委員が集計と当日のまとめ役をし、スムーズに

配膳することができました。開校記念日に楽しい給食時間を過ごすことができました。 

キャンペーンが終わっても毎日きれい

に片付けられています。 


